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Abercrombie and Longhurst の提示した 3 つのパラダイムから、「オーディエンス」という概
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また、調査 B について 1 つめは、聖地巡礼のきっかけに関して質問していった結果、聖地
巡礼が趣味の多様な実践の複合的な産物であることがわかった。例えばある巡礼者は自ら
の趣味を、マラソン、テニス、カメラ、そして神社仏閣巡りと答えている。その巡礼者は、
自分の聖地巡礼という経験を、神社仏閣巡りの中に位置付けていた。2 つめに、聖地巡礼
者のアイデンティティについてである。聖地巡礼者が自らのアイデンティティについて問
われると、「オタク」というカテゴリーに引き付けて語るものとそうでないものがいること
がわかった。3 つめに、聖地巡礼者がアニメを見る経験を、朝や夕方台に放送している子
供向けアニメと、深夜に放送しているアニメを見ることに分けており、特に分けていない
ものは、趣味の実践以上にアニメの視聴を「生活の一部」として見なしていることがわか
った。 
 
4．結論（第6章） 
これらの知見から考察として、聖地巡礼者と地域住民が様々なパフォーマンスを通して
「聖地」を上演していること、聖地巡礼者が非日常的な空間をそういったパフォーマンス
を通して日常空間に組み込んでいること、そして聖地巡礼が巡礼者の個々の意味づけによ
って成り立っており、そのアイデンティティも個々の巡礼者によって異なることが明らか
にできた。つまり聖地巡礼者たちは、自分たちが「オタク」と呼ばれることに対して、自
分の立場を表明し、それぞれ異なるアイデンティティを形成していたのだとも言える。こ
ういった考察を踏まえて、「アニメ聖地巡礼者がオタク」であるという先行研究や、カルチ
ュラル・スタディーズのような権力関係から捉えがちなオーディエンス研究に対して、「日
常生活」から聖地巡礼者を見るという視点の重要性を提示し、そして聖地巡礼の当事者に
おける「語り」を記述することができたことに、本研究の大きな意義があると考えている。 
